
HUMAN ★ CLOSE UP

中
島
菜
の
可
能
性

　

健
康
に
良
い
栄
養
成
分
を
含
む
こ
と
が
マ

ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
一
躍
注
目
を
浴

び
る
よ
う
に
な
っ
た
中
島
地
区
の
伝
統
野
菜

「
中
島
菜
」。
当
時
水
稲
を
中
心
に
栽
培
し
て

い
た
松
田
さ
ん
は
、
作
業
員
が
繁
忙
期
以
外

に
も
仕
事
が
で
き
る
よ
う
、
春
先
に
収
穫
で

き
る
中
島
菜
の
栽
培
を
始
め
た
。「
中
島
菜

は
中
島
で
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
だ
っ
た
ら
こ
れ
を
使
わ
な
い
手
は
な
い

と
思
っ
た
ん
で
す
」
と
話
す
松
田
さ
ん
。
多

く
の
人
に
通
年
で
中
島
菜
を
提
供
で
き
る
方

法
は
な
い
か
と
考
え
、
地
域
で
使
用
さ
れ
ず

眠
っ
て
い
た
シ
イ
タ
ケ
乾
燥
機
に

着
目
。
試
行
錯
誤
の
上
、
安
価
で

鮮
や
か
な
緑
色
の
粉
末
を
作
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
以
来
加
工
業
者

と
の
連
携
を
進
め
、
あ
め
や
う
ど
ん
、
パ
ス

タ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
展
開
。
贈
答
品

や
土
産
物
と
し
て
の
人
気
を
集
め
、
地
元
の

小
売
店
か
ら
県
内
外
へ
と
販
路
を
拡
大
し
て

い
っ
た
。

　

現
在
の
悩
み
は
大
手
食
品
会
社
か
ら
の
需

要
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
。
約
3
ト
ン
の

中
島
菜
か
ら
年
間
で
加
工
で
き
る
粉
末
は

２
０
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
ほ
ど
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
1

台
分
収
穫
し
て
も
、
10
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
の

粉
末
に
し
か
な
ら
ず
、
一
企
業
で
加
工
で
き

る
量
に
は
限
界
が
あ
る
。「
ニ
ー
ズ
は
あ
る

の
に
逃
し
て
い
る
こ
と
が
非
常
に
も
っ
た
い

な
い
。
粉
末
加
工
ま
で
で
も
、
や
っ
て
み
た

い
と
い
う
人
が
出
て
き
て
ほ
し
い
」
と
後
継

者
の
出
現
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

変
わ
っ
た
農
家

　

45
歳
で
就
農
す
る
ま
で
、
原
油
タ
ン
カ
ー

や
食
品
卸
会
社
、
小
売
業
な
ど
で
働
い
て
い

た
松
田
さ
ん
。「
変
わ
っ
た
農
家
な
ん
だ
よ

ね
」
と
自
負
す
る
通
り
、
身
に
付
い
た
商
売

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
経
営
手
法
は
、
こ

れ
ま
で
の
農
家
像
と
一
線
を
画
し
て
い
る
。

現
在
は
地
域
の
元
気
な
高
齢
者
の
力
を
借
り

て
中
島
菜
の
増
産
を
図
り
、
そ
の
利
益
を
地

域
に
還
元
す
る
取
り
組
み
に
も
着
手
し
始
め

た
。「
商
売
は
一
方
通
行
で
は
い
け
な
い
。

行
っ
た
り
来
た
り
す
る
こ
と
で
長
続
き
す

る
。
持
ち
つ
持
た
れ
つ
が
モ
ッ
ト
ー
な
ん
で

す
」
と
活
動
の
軸
に
す
る
の
は
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
。集
落
外
で
の
仕
事
が
多
い
た
め
、

地
域
住
民
と
の
会
話
を
大
切
に
し
、
田
ん
ぼ

の
水
の
管
理
に
も
心
を
配
っ
て
い
る
。

食
育
に
力
を
入
れ
る
理
由

　

松
田
さ
ん
は
中
島
菜
の
栽
培
や
米
の
苗
植

え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
体
験
で
き
る
食
育
活
動

を
10
年
以
上
前
か
ら
中
島
保
育
園
の
園
児
に

行
っ
て
い
る
。
農
家
の
役
割
は
農
産
物
が
自

ら
お
い
し
く
な
ろ
う
と
す
る
働
き
を
手
助
け

す
る
こ
と
、
そ
し
て
自
然
豊
か
な
土
地
で
育

ま
れ
た
農
産
物
は
格
別
の
お
い
し
さ
で
あ
る

こ
と
。
こ
れ
ら
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
食

育
で
大
切
な
部
分
で
あ
り
、
地
元
の
農
家
を

守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
。「
活
動

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
に
気
付
か
さ
れ
る
こ

と
は
多
い
ん
で
す
。
機
械
で
一
気
に
収
穫
し

た
後
、道
に
葉
や
稲
が
落
ち
て
い
る
と『
拾
っ

て
き
た
よ
』
と
大
事
そ
う
に
持
っ
て
く
る
。

農
業
が
一
粒
一
粒
、
一
穂
一
穂
の
積
み
重
ね

で
あ
っ
た
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
瞬
間

で
す
」
と
子
ど
も
の
育
ち
と
地
元
農
業
を
守

る
思
い
は
深
い
。

能
登
は
優
し
過
ぎ
る

　
「
農
家
の
生
産
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、

個
々
の
販
売
能
力
が
試
さ
れ
て
い
ま
す
。
広

い
視
野
、
人
の
空
気
や
時
代
の
流
れ
を
読
む

力
な
ど
長
く
続
け
る
た
め
に
は
い
ろ
い
ろ
な

ス
キ
ル
が
必
要
で
す
」
と
話
す
松
田
さ
ん
。

円
相
場
や
社
会
情
勢
に
も
目
を
向
け
、
休
み

の
合
間
を
縫
っ
て
日
本
各
地
へ
視
察
に
も
出

向
く
。「
能
登
は
人
も
土
地
も
優
し
過
ぎ
る
。

守
り
の
農
業
で
は
な
く
、
攻
め
の
農
業
を
。

人
生
も
同
じ
で
す
」
と
話
す
笑
顔
の
奥
に
、

挑
戦
す
る
こ
と
を
生
き
が
い
と
す
る
強
い
志

を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
。

中
島
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス

松
田　

武 

さ
ん
（
中
島
町
浜
田
）

攻
め
の
農
業
で

　
　
　

可
能
性
に
挑
戦
し
続
け
る
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イベント情報
池田コレクション、いきます！

第６回能登演劇堂ロングラン公演
無名塾「肝っ玉おっ母と子供たち」

特別展
BODY / DRESS

夏は昼も夜も楽しめる！！

女性にとってもうひとつの皮膚ともいえる
「ドレス」を軸に、自身の内面に向き合い、
そこから立ち現われてくる「身体」という
普遍的なテーマを、ガラスという工芸的素
材・手法を用いて表現する女性作家による
グル―プ展です。

「絵唐津花鳥文筒向附」　当館蔵 (池田コレクション )

「波に兎図紋章散鐙」　当館蔵（池田コレクション）
■会　　期　７月30日(日)まで
■開館時間　9：00 ～ 17：00（入館は16：30まで）
■観　覧　料　一般350円、大高生280円、中学生以下無料
                 ※祝日は70歳以上観覧料無料
■休　館　日　７月10日(月)、７月18日(火)、７月24日(月)
　　　　　　※７月17日(月・祝)は開館

イルカとのふれあいビーチ
自然の海でイルカたちと触れ
合うことができ、輪などで一
緒に遊ぶこともできます。イ
ルカたちと仲良くなれるチャ
ンスです。

■期間　７月15日(土)～８月31日(木)
■時間　平日(月～金) 　11：00、13：30、15：30
　　　　土日祝　　　　９：30、11：00、13：30、15：30
　　　　※８月14日(月)、15日(火)は土日祝と同じ
■定員　各回先着20人（小学生以上対象）　※電話予約可
■料金　高校生以上2,050円、小中学生520円

夜の水族館
普段見ることのできない、幻想的な雰囲気の夜の水族館が楽し
めます。
■日　時　7月16日(日)、7月22日(土)　18：00 ～ 21：00
■入場料　一般1,200円、中学生以下(3歳未満を除く)300円
☆イベント詳細は当館ホームページでご確認ください☆

■会　　期　７ 月15日(土) ～
　　　　　　10月22日(日)
■開館時間　9：00 ～ 17：00
　　　　　　（入館は16：30まで）
■観　覧　料　一般800円、中学生以下無料
■休　館　日　7月18日(火)、9月19日(火)、10月17日(火)

能登島"ガラスの丘"プロジェクト　ガラ美・感謝祭2017
7月29日(土)と30日(日)、入館者に当館オリジナル絵はがきセッ
トをプレゼントします。

7月30日(日)は市民無料デー
市民の皆さんをガラ美へ招待します！ (入館無料)
先着入館100人に記念品をプレゼントします。
※入館時に名簿への記入をお願いします。

7/30
まで

10/14

11/12
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10/22
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53-1500
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53-1500
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66-2323

1988年の初演から約30年を経
て、今こそこの作品を、この母
親役を、どうしても演じなけれ
ばならない。仲代達矢のその強
い想いのもと、無名塾はひとつ
になり命の重さと戦争の愚かさ
を伝える名作に再び挑みます。

当館所蔵品の中核である「池
田コレクション」。七尾市
出身の実業家・池田文夫氏

（1907 ～ 87）が収集した、
総点数287点のかけがえの
ない美術工芸品です。本展で
は「池田コレクション」か
ら工芸を中心に69点を紹介。
いずれも貴重な作品ぞろい
です。

■日　時　10月14日(土) ～ 11月12日(日)
　　　　　※開演時間は公演日によって異なりますので、お問い
　　　　　　合わせください。
■休演日　10月18日(水)、10月23日(月）、10月29日(日）、
　　　　　11月 ２ 日(木）、11月７日(火）
■出　演　仲代達矢　ほか無名塾
■前売料金　Ａ席　一般7,500円　高校生以下5,500円
　　　　　　Ｂ席　一般6,500円　高校生以下4,500円
　　　　　　（全席指定)
　　　　　　※当日券は500円増し　※未就学児入場不可
　チケットの予約・購入は電話またはホームページで。

「ガラス亡霊婦人」2006年
村山留里子

高橋コレクション
画像提供：山本現代
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